
学校番号 218 

令和２年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育（男子） 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 「現代高等保健体育」改訂版 （大修館書店） 

副教材等 
「現代高等保健体育ノート」改訂版 （大修館書店） 

「アクティブスポーツ」総合版   （大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・各種目の中で筋力や持久力などの基本的な身体能力を高めると共に運動技術・技能を習得し、生

涯にわたり、運動が継続出来る体力・能力を身につけよう。 

・体育授業に主体的・意欲的に取り組み、興味関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を得よう。 

・体育授業を通して、規範意識を向上させ、公正で責任にある態度を身につけことを学び、他を尊

重できる豊かな人間性の構築を図ろう。 

２ 学習の到達目標 

運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽しさや喜

びを深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公

正、協力、責任、参画などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊か

なスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

運動の楽しさや喜び

を深く味わうことが

できるよう、公正、

協力、責任、参画な

どに対する意欲をも

ち、健康・安全を確

保して学習に主体的

に取り組もうとす

る。 

生涯にわたる豊かな

スポーツライフの実

現を目指して、自己

や仲間の課題に応じ

た運動を継続するた

めの取り組み方を工

夫している。 

また、自己や仲間の

状況に応じて体力を

高めるための運動を

継続するための計画

を工夫している。 

運動の合理的な実

践を通して、運動の

特性に応じて勝敗

を競ったり、攻防を

展開したりするた

めの各領域の運動

の特性に応じた段

階的な技能を見に

付けている。 

選択した運動の技術

の名称や行い方、体

力の高め方、課題解

決の方法、練習や発

表の仕方、安全の確

保の仕方についての

具体的な方法、スポ

ーツの歴史、特性や

現代のスポーツの特

徴、運動やスポーツ

の効果的な学習の仕

方及び豊かなスポー

ツライフの設計の仕

方を理解している。 

評
価
方
法 

観察 

レポート 

レポート 

ノート 

観察 

実技テスト 

ノート      

定期考査         

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

オーバーハンドパス 

アンダーハンドパス 

スパイク 

レシーブ 

サーブ 

 

○ ○ ○  a:バレーボールの特性を理解し、仲

間と協力して、個々の体力や能力

の違いを配慮し安全に活動でき

る．主体的に取り組むことができ

る。 

ｂ:主体的に取り組み、課題を見つけ

その解決のために自他共に同じ

方向に向かって学習に取り組ん

でいる。 

C:オーバー･アンダーハンドパスド･

レシーブは方向・高さ・強弱が自

分の中でコントロールできる。 

：スパイクは打点を高くしスピー

ド・角度がコントロールできる 

：サーブは確実に目標となるコート

に打てることができる。 

観察 

ノート 

レポート 

実技テスト 

ラ
ク
ビ
ー 

基本的な動作 

ハンドリング、ランニング、

キック  

対人プレー 

連係プレー(サポート中心) 

ルールや審判法 

ゲームの進め方 

ゲーム（タグ） 

○ ○ ○  a:ラグビーの楽しさを味わうことが

できるよう、体力の違いに配慮し、

自己の責任を果たそうとすること

など、健康・安全を確保して学習

に自主的に取り組もうとしてい

る。 

b:運動の計画を立て、自己や仲間の

課題に応じた運動を継続するため

の取り組み方を工夫している。 

C:ラグビーボールの特性を理解し適

切なハンドリングを身につけると

共に、効果的なスペースへのパス

やランニングを身につける。 

観察 

ノート 

レポート 

実技テスト 

 

柔
道 

武道の基本的礼儀作法 

柔道着の着用法 

柔軟体操、補強運動 

ブリッジによる首の補強、

前転、後転運動 

基本的な受け身 

移動をともなう受け身 

固め技、立ち技 

約束稽古 

○ ○ ○  a:柔道の技がより良くできる楽しさ

や喜びを味わうことができるよ

う、自己に適した技を高めて、自

他ともの健康・安全を確保して自

主的に取り組もうとしている。 

b:運動の計画を立て、自己の課題に

応じた運動を継続するための取り

組み方を工夫している。 

C:対人型種目の特性に応じた基本的

な技能を身に付けている。 

観察 

ノート 

レポート 

実技テスト 

 



２
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

水
泳 

水泳 

平泳ぎ 

平泳ぎの基本動作 

ストローク、キック、息継

ぎ、コンビネーション、 

スタート練習 

泳法ルール 

記録計測方法 

 

○ ○ ○  a:水泳の楽しさや喜びを味わうこと

ができるように、マナーやルール

を大切にして取り組んでいる。ま

た自己責任を果たそうとすること

などや、水泳の事故防止に関する

心得など、健康や安全を確保して、

自主的に取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって水泳を豊かに実践

するための自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫している。 

c:水泳の特性に応じた、効率的な泳

法を身に付けている。 

観察 

ノート 

レポート 

実技テスト 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

ブロック 

フォーメーション 

簡易ゲーム 

リーグ戦 

○ ○ ○  a:ゲームを通じてバレーボールの楽

しさを味わうことができるよう、、

自己の責任を果し、学習に意欲的

自主的に取り組んでいる。 

b:リーグ等の計画を熟知し、より安

全に合理的に取り組みその方法を

工夫している。 

C:ネット型球技の特性に応じた基本

的な技能を身に付けている。 

観察 

ノート 

レポート 

実技テスト 

ラ
ク
ビ
ー 

ハンドリング、ランニング 

キック、対人プレー 

連係プレー(サインプレー) 

ルールや審判法 

ゲームの進め方(戦術) 

ゲーム（コンタクトなし） 

○ ○ ○  a:１学期に習得した基本技能を駆使

してゲームのの楽しさを味わうこ

とができるよう、体力の違いに配

慮し、自己の責任を果たそうとす

ることなど、健康・安全を確保し

て学習に自主的に取り組もうとし

ている。 

b:運動の計画を立て、自己や仲間の

課題に応じた運動を継続するため

の取り組み方を工夫している。 

C:ゴール型球技の特性を理解し、連

係プレーを生かしながらチームと

しての戦術を理解して、得点に結

びつけることができている。 

観察 

ノート 

レポート 

実技テスト 



２
学
期 

柔
道 

武道の基本的礼儀作法 

柔軟体操、補強運動 

ブリッジによる首の補強、

前転、後転運動 

基本的な受け身 

移動をともなう受け身 

固め技、立ち技 

約束稽古 

体重別による試合形式 

試合、審判 

○ ○ ○  a:柔道の技がより良くできる楽しさ

や喜びを味わうことができるよ

う、自己に適した技を高めて、自

他ともの健康・安全を確保して自

主的に取り組もうとしている。 

b:運動の計画を立て、自己の課題に

応じた運動を継続するための取り

組み方を工夫している。 

C:対人型種目の特性に応じた基本的

な技能を身に付けている。 

観察 

ノート 

レポート 

実技テスト 

３
学
期 

持
久
走 

陸上競技 

長距離走 

 

○ ○ ○  a:自己克服型種目の楽しさや喜びを

味わうことができるように互いの

違いや良さを認めあうこと、マナ

ーやルールを大切にしようとする

ことなど、健康や安全を確保して、

自主的に取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって基礎体力づくりの

運動を豊かに実践するための自己

の課題に応じた運動の取り組み方

を工夫している。 

c:種目の特性に応じた技能が身につ

けている。 

観察 

ノート 

レポート 

実技テスト 

体
育
理
論 

１．スポーツの技術と戦術 

２．技能の上達過程と練習 

３．効果的な動きのメカニ

ズム 

４．技能と体力 

５．体力トレーニング 

６．運動やスポーツでの安

全の確保ﾞ 

 

○ ○  ○ a:運動やスポーツの効果的な学習の

しかたについて、意見交換や自身

の考えを発表するなど、学習に自

主的に取り組もうとしている。 

b:スポーツの上達過程の段階に応じ

た練習方法や課題の設定方法つい

て、必要な情報を比較・分析し、

まとめた考えを説明できる。 

d:スポーツの技能と体力が相互に関

連し、期待する成果に応じた技能

と体力の高め方を理解している。 

観察 

ノート 

レポート 

定期考査 

 


